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はじめに
　国内の食品メーカーを取り巻く環境
は、ここ数年で大きく変化している。3
年前までは食品安全認証のISO22000
やSQFを取得する企業は、ごく一部
であった。しかし、大手メーカーからの
GFSIベンチマーク規格（FSSC22000、
SQF、etc.）の取得要請、大手流通か
らのPBメーカーに対する取得要請、そ
して日本食輸出拡大の流れの中、追い
打ちをかけたのが米国食品安全強化法

（FSMA）だ。

現在の食品製造業に　　　　
求められている事
　今までは、HACCPの仕組を導入して
いる事が食品安全の証とされてきた。し
かし、CCPで管理している殺菌・金属異
物だけが食品事故を起こしているわけ
ではなく、むしろ最近「CCPで管理してい
ない事」が原因となって事故が起こって
いる。そこで、一般的衛生管理（PRP）
の重要性に焦点が当たってきた。
　なぜなら、硬質異物（ガラス片など）
の混入、アレルゲンの混入、残留農薬、
食品テロなどは、CCPでは管理できな
いからだ。
　国際規格ISO22000は、「農場から

食卓まで」の発想のもと、「農業・酪農
〜食品製造〜輸送〜小売」などあらゆ
るフードチェーンカテゴリーを認証範囲
として、世界に支持されてきた。一部の
冷凍食品会社では、ISO22000を取引
条件としていた。
　しかし、ISO22000においても、PRP
の内容は、「CODEX文書 CAC/RCP 
1-1969に配慮する事」と記載されてお
り、具体的な要求が不明確かつ、餃子
事件などの対応に必要なフードディフェ
ンスなどの要求項が欠けていた。
　一方、世界の流通やメーカー大手
が運営するThe Consumer Goods 
Forum（TCGF）が、食品安全部会を
GFSIとして組織し、その中で世界の流
通・メーカーが求める食品安全の内容

（ガイダンス文書）をまとめた（図1）。
　GFSIベンチマーク規格（GFSIに承
認された規格）のFSSC22000の場合、
フードチェーンカテゴリーごとに要求す
るPRPの内容を明確にし、食品製造業
においては、図2に示すような主なPRP
の観点をISO/TS22002-1で求める要
求 事 項として明
確にした（ケータ
リングは、まだ確
定していない）。
　 今 ま で 国 内

で国際的な安全管理システムである
HACCP対応をしている企業は、マル
総HACCPの業種（乳・魚・肉・飲料・
缶詰・レトルトなど）や、惣菜製造業が
主で、それ以外の業種では安全性の
国際規格への関心は低かった。
　しかし、FSSC認証取得を大手メーカ
ーが、サプライヤーに要請した3年前か
ら状況が変わってきた。
　今まで安全だと思われていた、砂糖
などの原料、香料・着色料などの食品
添加物企業が続々と認証を取得する
ようになり、各業界毎にこの流れを汲ん
で、次々に認証取得に動いている。
　GMPなどの規格が主であった添加
物や健康食品業界まで、GFSI対応ラッ
シュが始まっている。
　また、供給者評価が規格に含まれて
いるため、認証取得を受ける企業は、
川上企業の調査が必要となってきた。
通常は、購買者と製造者の間で実施す
る二者監査（工場監査）のチェックリス
トの項目に、FSSC22000の要求事項を
使用する企業が増えてきた。つまり、食

図1	 GFSI設立と目的

図2	 FSSC22000規格概要とPRPの内容
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